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手
話
へ
の
理
解
を
深
め
、

ろ
う
者
の
生
き
る
力
を
培
う

空
き
家
の
適
正
管
理
と

利
活
用
に
向
け
て

手
話
言
語
条
例

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例

　

手
話
が
言
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
手
話
に
対
す
る

理
解
と
普
及
を
目
指
し
、
市
の
責
務
や
市
民
の
役
割
を
明
ら
か
に

す
る
と
と
も
に
、
手
話
に
関
す
る
施
策
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
関
す
る
庁
内
検
討
委
員
会
に
加
え
、

新
た
に
有
識
者
等
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
を
設
置
し
、

空
き
家
等
対
策
計
画
の
策
定・
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設

な
ど
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
ま
す
。

●
主
な
質
疑

聴
覚
障
が
い
者
等
の
意
見
を
反
映

問　

本
条
例
の
特
徴
は
。

答　

目
的
や
基
本
理
念
は
県
条
例

と
同
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
。
本
条

例
で
は
、
学
校
に
お
け
る
手
話
の

普
及
や
事
業
者
へ
の
支
援
、
手
話

に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
等

が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
聴
覚
障
が

い
者
団
体
や
手
話
サ
ー
ク
ル
と
の

話
し
合
い
の
内
容
を
条
文
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
前
文
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
に
原
案
作

成
を
お
願
い
し
た
。

問　

手
話
の
普
及
・
啓
発
の
取
り

組
み
は
。

答　

従
来
か
ら
の
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
や
、
は
じ
め
て
の
手
話
入

門
講
座
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、

講
習
会
、
職
員
研
修
の
充
実
、
イ

●
主
な
質
疑

問　
※

特
定
空
き
家
の
調
査

方
法
は
。

答　

国
の
特
定
空
き
家
判
定

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
基
づ

き
特
命
事
項
担
当
職
員
３
名

で
調
査
を
実
施
し
た
。
今
回

の
調
査
で
空
き
家
と
判
定
を

し
た
８
１
９
件
の
う
ち
、
特

定
空
き
家
の
基
準
に
該
当
す

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
15

件
で
あ
る
。

問　

特
定
空
き
家
に
指
定
さ

れ
る
と
税
制
上
の
問
題
な
ど

が
出
て
く
る
の
で
は
。

答　

特
定
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
助
言
、
指
導
、
勧
告
、

命
令
と
順
を
追
っ
て
対
応
し

て
い
く
。
勧
告
に
至
る
と
、

税
制
上
の
特
例
措
置
の
対
象

か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
、
事
前
に
所
有
者
に
通
知

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問　

空
き
家
と
跡
地
活
用
に

つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　

空
き
家
で
あ
ろ
う
と
判

定
し
た
と
こ
ろ
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
中
で
あ
る
。

そ
の
中
で
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
の
活
用
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
く
。

問　

条
例
で
は
市
民
に
情
報

提
供
を
求
め
て
い
る
が
。

答　

苦
情
も
含
め
、
さ
さ
い

な
こ
と
で
も
地
域
住
民
か
ら

情
報
を
頂
け
る
と
、
現
地
調

査
も
実
施
で
き
る
の
で
広
い

意
味
で
役
立
つ
と
考
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
運
営
事
業

 
補
正
額
４
億
７
８
２
４
万
３
千
円

文
化
財
保
護
事
業

 

補
正
額
８
９
２
万
１
千
円

市内循環バス運営事業　
 補正額 863万5千円

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
を
活
用
し
て
大
井
総
合

体
育
館
と
武
道
館
が
改
修
さ
れ
ま
す
。

観
光
地
域
づ
く
り
の
た
め
歴
史

的
建
造
物
で
あ
る
回か

い

漕そ
う

問
屋
福

田
屋
及
び
旧
大
井
村
役
場
が
改

修
さ
れ
ま
す
。

市内循環バスの路線の見直しに伴う新た
な停留所の設置等が提案されました。

●
主
な
質
疑

問　

旧
福
田
屋
及
び
旧
大
井
村
役

場
の
改
修
工
事
に
つ
い
て
文
化
財

保
護
上
の
制
限
は
あ
る
か
。

答　

特
に
制
限
は
な
い
。
ま
た
福

岡
河
岸
か
ら
権
現
山
古
墳
群
ま
で

の
周
辺
一
帯
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

緑
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
行
っ
て

い
く
。

障がい者チャレンジスポーツ大会

議議 案案 審審 議議
本会議・各常任委員会での質疑をまとめています。本会議・各常任委員会での質疑をまとめています。

福岡河岸記念館で行われた
まちなかの演奏会

市内循環ワゴン「ふじみん号」

手話講習会

●
主
な
質
疑

問　

改
修
工
事
の
概
要
は
。

答　

平
成
29
年
４
月
か
ら

工
事
に
入
り
10
月
頃
に
完

成
の
予
定
。
老
朽
化
し
た

屋
根
や
ア
リ
ー
ナ
を
全
面

改
修
す
る
。

問　

利
用
者
団
体
や
体
育

協
会
な
ど
の
要
望
や
意
見

を
取
り
入
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

設
計
に
当
た
っ
て
利

用
者
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、

体
育
協
会
な
ど
の
意
見
を

取
り
入
れ
る
。
さ
ら
に
安

全
性
の
確
保
、
施
設
の
機

能
向
上
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
を
全
面
的
に
行
い
、
障

が
い
者
、
高
齢
者
が
気
軽

に
使
え
る
施
設
に
し
て
い

く
。

よ
り
便
利
に
、
安
全
に
、
使
い
や
す
く

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
く
。

平
等
な
社
会
参
加
を
実
現
す
る

問　

手
話
を
用
い
な
い
聴
覚
障
が

い
者
へ
の
対
応
は
。

答　

要
約
筆
記
者
の
派
遣
や
、
音

の
増
幅
機
器
の
活
用
、
集
団
補
聴

シ
ス
テ
ム
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
る
。
障
害
者
手
帳
の

交
付
対
象
に
な
ら
な
い

児
童
に
対
し
て
は
、
一

定
要
件
の
も
と
補
聴
器

購
入
費
を
助
成
し
て
い

る
。

問　

手
話
以
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
は
。

答　

障
が
い
の
特
性
に

合
わ
せ
、
要
約
筆
記

の
ほ
か
、
点
字
へ
の
翻

訳
や
活
字
の
音
声
化
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
福
祉
課
が
配
布

す
る
書
類
に
は
、
音
声
コ
ー
ド
を

で
き
る
だ
け
添
付
す
る
よ
う
に
努

め
て
い
る
。

問　

緊
急
時
の
対
応
は
。

答　

救
急
搬
送
時
に
は
、
消
防
組

合
と
連
携
し
て
速
や
か
に
手
話
通

訳
者
を
派
遣
で
き
る
体
制
と
な
っ

て
い
る
と
と
も
に
、
平
成
28
年
か

ら
は
警
察
と
も
連
携
し
て
い
る
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
遠
隔

で
の
手
話
通
訳
支
援
の
体
制
を
整

え
、
閉
庁
時
で
も
緊
急
対
応
を
可

能
と
し
て
い
る
。
災
害
時
に
お
け

る
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
手

話
通
訳
者
と
の
連
携
や
派
遣
を
検

討
し
て
い
く
。

●主な質疑
問　平成29年度の本格運行でどのように変
わっていくか。
答　東武東上線の踏切を通行すると渋滞によ
る遅延があるのでコースを見直す。また駅へ
のアクセスを求める要望が多いので、駅への
往来をしやすくする。さらに片周りではなく
双方向での運行を行うとともに、乗り継ぎに
配慮した運行計画を考えている。
問　コースマップをカードサイズにしたり
スマートフォンで確認できるように工夫で
きないか。

答　提案された内容について、他市の事例を
参考に検討する。
問　利用者を増やしていくために、どのよ
うなことを考えているか。
答　要望があるので、可能なところはバス停を
増やしていきたい。コストとの兼ね合いもあ
るが、増便やコースの変更など改善を続ける。

条例制定
全員賛成で可決

条例制定
全員賛成で可決

※
放
置
す
る
と
保
安
上
・
衛
生

上
の
問
題
な
ど
が
起
こ
る
お
そ

れ
が
あ
る
状
態
の
空
き
家


